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薄蓑壇εlf千学　　（⊇iヒぞ毎道人：学）　　　4（2＞　　　211～221 1981・9月

北海道有珠山における泥流発生に
　　　　かかわる降雨特性α）

　　　　　　　　　　総lil響輝：・ト朝憲最一

播磨屋敏生　　菊地勝弘　　堀江成人
　　北海道大学大学院環境科学研究科気象学講座

Rainfall　Properties　Related　to　the　Occurre1ユce　of

　　　MudHows　at　Mt．　Usu　in　Hlokkaido（1）

一Total　R段infall　Amount　and　Daily　Rai1〕fall　Amoullt一

　　　　　　TOShiO　Hariエnaya，1（atSUhirO　KikUChi

　　　　　　　　　　and　Narihito　Rorie

Laborat・ry　Qf　Meteorobgy，　DMsion（）f　Environmenta｝Structure，

　　　　Gra〔lu註te　School　of　Environmental　Science，

　　　　　　Hokkaido　University，　SaPPoro，　Jal）an，060

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三．　まえがき

　　有珠山では，1977年8月の噴火，降灰以来，少最の降1・剛こもかかわらず大規模な泥流や土砂流が頻発し

た。特に，1978年10月24mこは，局地的な田川のため，大規模な泥流が多発し，死者・行方不明者3名とい

う大災害が発生した。この種の土砂災害は，長期にわたり発生する危ii灸性が大きいので，泥流発生の誘囚であ

る有珠山周辺の降雨特性を調べる事が必要である。

　　胆振地方の降雨現象については，室繭から苫小牧にかけてのオロフレ山系の南東斜面で，年間爾蟄二も比較

的多く，大雨も縛々発生することが明らかにされている（たとえば，菊地・武陶，1978）。また予報の立場から

も注1泓されて，現地気象台関係者により研究がなされてきた（たとえぽ，1．i．1本，1973＞。

　　胆振地方の爾黛分布の特徴と，特に噸吾性降雨のメカニズムを調べるために，北海道大学気象学講座で

は，雨蟻観測点の少ない出間部を中心に独臨に16台の雨轍計を設i慣して，1978年以来爾最観測を続けてきた

（近野・菊地，！981）。！980年には，窟珠山周辺にさらに4台の雨鑑：計を追加設i蓬圭し，有珠山周辺を含む胆振地方

に独自のメンスケールネットワークを展開して，この地域の1縦萱分布の詳細な解析を町能にした。なお布珠山

周辺に設鐙した爾螢計のうち3台は，外輪山上に設概されていて，泥流及び土砂流発生の際には，発生時刻，

流出土砂娼＝と積算1縦潅，降口強度との対応がみれるように酒己慮されている。

　　泥流や土砂流，山崩れや儘崩れなどの災害の誘囚となる降雨条件として，積算雨黄，降雨強度，先行雨

量などのものが挙げられているが，本論文では，主に積算雨議に関係する総雨量，1τ聴量の特性について述

べる。

　1981｛1三7月　17　i三1受ユヌ廷

　1之ece量ved　17　Ju1，1981
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H．　大雨の規模と時期

　　有珠山における泥流発生にかかわる降雨特性として，まず最初に，有珠山周辺の雨量の規模を調べた。北

海道では，11月から翌年の3月までの期問は降雪期に入るため，武1：［＝｛・菊地（！978）とllτ弓様に4月から10月

までの7ケ月問の暖候期の雨：猛を年閥雨量として使用した。気象庁管轄の北海道内の各雨量観測所について，

1965年から！974年までの年平均雨脚分布図をFig．1に示す。図上で白丸印は爾量観郭｛蜥である。北海道全

体を見わたすと，南部に1，500mm程度の多雨鮭域があり，北東融こ5001nm程度の少雨量域があってその比

ぱおよそ3対1である。Fig，1に示されている雨i：i襯測所の観測値から求めた北海道の年平均雨こ鍛は約800

mmであるので，有珠山周辺の南圭掘ま北海道の平均的な値となり，多雨域でぱない。しかし，有珠山周辺は，

ドi高山系の南東斜揃とともに北海道内では雨量の多いオロフレ山系の南東騰揃に隣…接しているので，気象状況

によっては多雨域が拡大して爾鏡が多くなる縛能性がある。

τ40

重965～1974
　（Apr＝～Oct．）

十

　　　十

M窒．Usu

σ

70

o

欄　2
＋o職

蓬43

600mm
700

800
　1　　　　　　　　0

．期．

十700　・
　　　8。＆Q。3

　　　　　　0

800

　　oo　o

。　8
0　　　00

　鉛　，

　　　．o

十
700

　　　’・課

。　ゐ00

　　　i800

1．．

過

噛σlbiri

。900。

800

　．／　　　　OO

　　　　　　ノコ
　15009008do
1000　　　1

・端ist「ic斗

144

十

　　　600亀

　。8。
O　　　　o　　　o

　　　O　　o
　　　　o
　　　σ

O　　o

5

145

十

。

・画9．・
ノ〆

　　　900
　　0
o

o

600

70

o

　o　　o
σ　　　　　　　o

O　o

o
800
00
，50

辱46。E

十・ゴ・

鍔
12十・・

　　0　　　　　　　900
0

　　。　　。　　　700

　　十
900

0　　　　　　　　100km

十 十・・

Fig。1． Annual　mean　rainf乞lll　amount（Apri1－October）

frOIn　！965　£0　1974，

　　次に有珠山遺贈の最大にi雨量と，ニヒ砂災害が発生しはじめると通常言われている日雨量80mm以上とな

る雨量の再現期闇を調べた。有珠由南東山腹にある無線享ユボット雨：h｝：観測所と山麓にある壮瞥の雨螢観測所の．

観測値からつくった暖候期の影1【雨量の顧位蓑をTable　1に示す。観測期間は，壮瞥は1965年から19質年ま

でであるが，イ＝∫珠山は197！年以来旦灘iまで観測が続いている。写∫珠由のここ10年問の1－i雨量の最大値は／36

mlnで，801nln以上の降南が4鴎あった。幸いな事に，！977年の噴火以後i．1雨量80　mm以上の雨が降ったri

はなかった。他方，壮瞥では7年間の者獅lll期間中，口雨量の最大値は129　mmで，80　mm以一ヒの降雨が4【週iあ
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つた。観測期間が短いので，おおよそのことしか言えないが，有満山周辺では，日雨晒80㎜m以上の雨の降

る1：Llが，2～3年に！圃程度ありそうである。

　　上記の結果を確かめるために，有珠山から少々離れているが，観測期間の長い爾量資料のある伊達偽珠

山から約7km離れている〉と洞爺（有珠山から約！41｛m離れている）の観測値を使って解析をした。　Fig．2

にHazen法で求めた伊達の年最大【・・1門川の超過確率をン」ミす。観測期間は，1913年から1980年で，途中欠測

が2年間あるので，総計66年闘である。この期闘の最大i÷i雨量は191mmであった。この図から求めた日爾

螢、80nユm以上のi…十三の再現期間は約5年である。．鉋方，洞爺の年般大湘撹の超過確率をFig，3に示す。

！924年から1977年目での観測期間中，途中2年問の欠測があるので，総計52年間の資料にもとづいている。

この期間の最大1・1雨量は，伊達よりかなり多い275mmであった。この図から求めた1三1雨最80　mm以上の爾

鍛の再現期間は約3年である。第工H節，第IV節の雨量分布図において兜られるように，ほとんどの場命伊

達の雨最は有珠山より少なめであるので，有珠山における日雨量801nm以上の肉鑓の再現期間は約3年程度

と考えた方が良いだろう。
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　　次に有珠山周辺での雨最が多い時期を調べた。有珠山にある無線μポット雨鍛観測所は通年観測を行なっ

ていないので・解析には壮瞥の降水髄資料を使った。壮瞥における半句降水量の平均値の年変化をFl募．4に

示す。降水鍛の多いのは，夏から秋の初めにかけてであり，第1番穆のピークは8月中旬から9月中旬にあ

り，第2番目のピークは7月中旬から7月下旬頃にある。又1二li…欝量80　mm以上の大雨日は，　Table　1に見ら

れるように，ほぼ全部が第1番目のピークである8月中旬から9月中旬に集中している。従って，この期間は

爾量が多く，大雨の頻度も多い時期である。

　　この時期を気候i学的に見るために，Fig・5に各気象宮署の半旬降水鍛の平年値（1941年置ら197G年）の

年変化を示す。見やすくするために東日本の気象官署を南から八丈島，東京，仙台，函館，察蘭の順番に並べ
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てある。有珠山周辺の代表として観測期闘の長い丸型の値を使っているが，降水：臓の多い第1番目，第2番目

のピークは前に述べた壮瞥とほぼ同じ時期になっている。各気象窟署のピークの麟絢的ずれをみるとわかるよ

うに，この時期はそれぞれ秋憲lll丁線の南下と，梅雨ll彗線の北上の時にあたっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H夏．　大爾時の雨量分布

　　この地域での天気予報は，燈賑地方全域を一区域として出されているが，山本（1973），近野・菊地（1981）

等の研究によると，この地域での雨量分布は一様でないことがわかっている。大きく分けると，特微的な雨鍬

分布のパターンとしては，オロフレ山系・巧妙山系の南東斜灘に爾蟻の多い型，中部海岸線に雨最の多い型が

あり，その他として，多雨最地域が散在する型および分類できないものがある。
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　　ここては哨珠山周辺に雨が多い時は，どのような由吊分布パターンとなるかに冷目して解析を宥なった。

Flg　6に小されている黒丸印は，北吻道大’亨気象’デ講座のID｛｛t観測点てあり，1’i丸rljは気象月の由ll｝観調点て

ある。解析には，その他の機関による山hl養鰻（［×1中鷺）印）も使用した。哨珠山桐辺に甫の多い鞘の基準とし

て，気象月のib埴観測点てある洞爺ヘリ1温泉，イ1珠山，伊辻のうち一地点以上て山繊｝25　mm以上のrlj箪を記

録した目とした。独自に由まli訓を，没1逸し，観測をはしめた1978イ1以来1980｛1まての暖歎期（4月～10月）に

おいて22例かその基で1｛を越えていた。

　　この3イザ間において，イ」珠山周辺に由の多かった22例中，晦岸1／1二降甫型が一番多く10例あった。その一

例てある1979年8月27目の由最分布をF置g6に小す。中部海岸線に1｝鋳｝が多く内陸の北西プノ向に向かって

由量か減じているパターンを小している。この降1「！は，日本海側の海岸創近を低気圧が通過したのに伴なって

降ったものてある。この型の湯合，イ」窯出周辺にかなりの由h｝をもたらす。

　　由猛性降卜D型は，比較的少なく19804Rこ3例あったたけてある。その例として，1980年10刀21　Hのlh

｛証i分布をFlg　7に織す。内防部には，300　mと500　mの等高線を，、歴て，尾根を一点鎖線で描いてある。こ

こての主な尾根はほぼ中部海岸線に平餐に鐙っている。このiB輩分布は，吻無性降痢型と反対に，侮岸部ては

少なく，難問部に最勝D量1或かある。この降臨［」は，ll】軽種り（の繭蹴上にある低寒月の影響下て降ったものてあ

るり冶珠1【i周辺に由グ）多く降った例のうち，山1報4二降i憾IIは少なかった。近野・菊地（1981）によれ1ま，1978

イr～19794「の2年間に【i面性降ilJヲlllか9回発生したとしているが，薮蔭の基41のとりかたか違うからてある。

　　イ」別、由尚辺にrl嘱した易合，　F198にみられるようにliJil｝はそう多くはないか，イ」珠ill周辺に最多r嫉1域

かあり，上磯　つの型ては由の多かった地域には弱い虚しか降らない場合がある。この塑に属する降雪が，こ

の34r闘に3阿起こった。
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　　その他として，多｝巨二》或が散在する型及び分類できないものがあるが，その例とし℃1979年！0月！91二［

の雨量分布をFig．9に示す。この日の降雨は，台風20号が襟炎絵付’近を北北東進したのに伴なったものであ

る。台風の経路に近い東側ほど雨：i：が多く，地形に関しては海岸部，山1｝部に関係なく降っている。この3午

口に，その他とされた雨最分布は6例あった。これらの型は，オ」珠山周辺の雨事：がかなり多いので注意すべき

であろう。

　　今まで見てきたように，有珠節煙辺に雨責が多い時の雨’：分布パターンにはいろいろの種類があることが

わかった。過去の研究において，雨貴分布パターンを決める気象条件として，擾乱の経路，地上風向，海霧の

出現などが考察されているが，まだ1；i喜量分布パターγを分類できるメ無条件が明確にされているとは覆いがた

い。それで，今後為珠山燭辺に雨1：が多い時の事誤解析がなされなけれぽならないだろう。

王V．　スモールスケールでの雨量分布

　　有珠山周辺にはすでにメ像厚，北海道至繭土本現蒙所，薦溺振消防醤各支署・北大右珠火山観測所・；iヒ大

環境科学研究科環境基礎学講座，壮瞥町，北海道嗣発bL木試験所，北海道林務部の雨　観測点がある。しか

し，外輪山上及び有珠山の南方に南セ観測、・。ミがないので，それを埋めるように独自に4台の雨東計を設概し

て，1虹銑観測を行なった（F三慕．10の（鐙）印）。1980年度において4∫難山周辺では・壮瞥潟影響・プ（有珠川右支

渓に，計5國の土砂流出が観lllllされている（北海道室蘭土木現業醗，！980）。それぞれの内訳は次のようである。

7月24卜iに壮瞥湿泉川彫こ泥流が発生，また8月31日に壮瞥温泉痢と大イ∫溝川に泥流が発生した。10月21日

には壮瞥温泉川に泥流，大有珠川にニヒ石流力発生しし，道道が不通となった。

　　上記の土砂流出のあった7月24Bの前日からの気象状況は次のようであった。7月23iiは，北海道付近

H9．11．　Same　as　F三9．10　exceptξor　28～31　August　198α
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から日本海南部にのびる梅爾前線の活動が活発になり，大気の状態がかなり不安定となったため，北海道各

地で降爾があった。l！24撒よ，梅雨前線の活動は弱くなったが，まだ，北海道は気罷の谷の中にあって大気

の状態が不安定なため降雨があった。第II1節で述べた狙振地方の降雨パターンの分類では山番性降雨型であ

った。

　　23日・241＝ll嶋三1の総雨ま分布図をFig・10に小す。2【1間爾二1：で最大値が40　mm程度の爾．ξであった

が，爾量の多いところは，右脳山の北東山腹にピークをもち，そこから閣筆山腹にかけてであった。図の宥下

の伊達におけるFi最多風向を実線で示してあるが，231三1，24日両1三｛とも南南東であった。伊達の風向から推量

して有珠山周辺の気流は為珠山頂をさけて東西両山腹をう回したと考えると，雨量の多かったところは，その

メ（流にとって地形が峰になっているところがら風下の部分にあたる。

　　次の例は，8月2811から31日にかけての降雨である。気象状況は，28riの午後から秋田沖にある低気H三

の影響で爾が降りはじめた。2911には，＿陸沖にある低気月三から北にのびるヌ℃圧の谷の影響下にあって，胆振

地力には大1｛鍋三意報が｝llされたが，有珠山用辺では小爾がパラついた程度であった。30　mこは，秋田沖の低気

1ii三に伴う湿った空気の流入で雨が降り続いた。3肩lllには，秋田沖の低気圧は三陸沖に進んだが，渡島半島西

方セこは別の低気肥が発生したため，雨が降り続いた。この低気圧の彪響下で，胆振地方の中部海岸で大雨とな

り，些別では4i1閾の総雨≦：が493　mmとなり，斜颪崩壊，小河川の氾濫等の被害を受けた（菊地他，1981）。

しかし，有珠山周辺では，4Fl閉総雨量が901nm以下であった。この期間の胆振地方の降雨パターンを見てみ

ると，28日は山籍性降雨型であったが，291三1か日3M1までは海岸性降雨型であった。

　　28日から31｝三1にかけての総雨量分布図をF鴎11に示す。全体的にみれば東から西にむかって雨量が多

くなっているが，有珠山周辺では，北東山腹と南西山腹が多くなっている。伊達のβ｛最：多風向は，28日は南東

F量窪・　12．　　Sallle　as　F三9・10　except　for　2！　0ctober　1980．
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で，29日から3Mrまでの間は東特報であった。この場合もFig・10の場合とli蝶に，気流と地形との関係で，

有珠山頂をう回したと考えられる気流にとって地形が峰になっているところがら風下にあたる部分に晦並が多

かった。

　　壮啓濾泉川に泥流，大為珠珊に土石流が発矛i了した！0月21卜1は，睡眠海峡の西海上にある低気圧の影響で

降爾があった。21日のlj雨と分布図をF三g．121こ示す。東｛｝Ilj山腹から南褻薩山腹にかけて雨量が多かった。当

濤の伊達の最多風向は北であった。／1までの例と回様に，気流と地形との関係で，有珠山頂をう細したと考え

られる気流にとって地形が峰になっているところがら風下にあたる部分に南阿が多かった。

　　小規漢ながらでも泥流および土石流が発生した程度に降雨があった巡合，有珠山周辺において畿了：の多い

ところは，風回に左右されて，右珠山頂をう回したと考えられる気流にとって地形が峰になっているところが

ら風下にあたる部分に：対離していた。

　　Fig．10，　F三g．11およびFlg．12に，泥流及び土石流が発生した地域を斜線、、1≦で示してある。各々とも雨

避の比使的多いところにあたヴ，積算雨量30m融以上のところ1．ご対応していた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V．　ま　　と　め

　　有珠山における泥流発生の誘因となる降雨の特性を，独自に設置した雨司’のメンスケールネットワーク

と各機関の巾L資料を使って解析した。為珠山周辺の心悸の規模は以下のようである。暖盛期（4月～10月置

の年平均雨■1エは800mmで，これは北海道の平均値に等しく，従って多雨域ではない。⊥砂災害が発生しはじ

めると通常言われている；臼甑：8G　m㎜以上となる雨西璃現期同1よ，過去のill鐘観測値に墓づし・た計算によ

ると約3年である。なおぎ3珠山における過去10年1“」の融融「1雨量は！36mmであった。雨の多いli．∫期は，8月

中旬から9月中旬と7月中旬から7月下1サであり，過去に降った大雨もほぼこ講ず期に集中している。前者の

期間は秋班期であり，後著の期間は梅雨期である。

　　この地域での天気予報は，胆振地方全域を…区域として出されているが，雨二li扮布は…様ではない。有珠

由周辺に雨量が多い時の特徴的な雨蛙分布パターンは次のように分類できた。1978年から1980年の3年間に

一番多かったパターンは，胆振中部海岸線に雨巫の多い海岸性降雨型であった。これに帰する由活性降雨型は，

比較的夕塗く3奪闘に3回あったのみである。雨量はそう多くはないが，有珠山周辺に飯多雨域がある型が見

つかった。その他として，多雨域が散在する型及び分類できないものがあった。これらの雨量分布パターンを

分類するメ像条件がまだ明確にされているとは言いがたいので，llジ予測のため今後解明する必要がある。

　　小規模ながらでも泥流および土石流が発生した程度に降南があった勧合，有塊［凋辺において雨：婁1：の多い

ところは，有珠山周辺の気流は有珠山頂をさけて山腹両創をう回すると老えると，その気流にとって地形が峰

になっているところがら風下の部分にあたっていた。すなわち多inl二域は風向に走右されている。1980年の場

合，泥流及び土石流が発生した地域は，積算雨五．30mm以上のところにに対応していた。

　　本論文では，主に積算雨彙に闘蔑する纈i謬註，｝i闘士の特｛美1について調べたが，泥流や土砂流，由崩れや

崖崩れなどの災害の誘因となる降雨条件として，降雨強度も丁要なので今後調べる必要がある。

　　謝　　　辞　　この研染のため由一：資料を髭供して下さった札幌ノロ言区気象台，宝繭地方メ像台，北海道室

蘭土木現業所，北海道土木部及び林務都，西胆振消防署各支暑，北大イj珠火山観測残，北大環境科学研究科環

境基礎学講座，壮瞥町，北留置π溌墨土木試験所に感謝いたします。

　　この研究の一部は，文部省科学研究費補助金自然災害特別研究（！＞，1，影題番媛502002，「有珠i．i．iにおける泥

流災害とその対策に閃する研究」（代表者，北海道大字火学院尿境科学研究科，門村　淫教1のによって行なわ
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                                      Surnmary

   Rainfa]l properties related to the occurrence of mudflows in Mt. Usu area were studied by

using rain'fall amount data obtained /from a special inesoscale raingauge network set up by the

present worl<ers and raingauge networks operated by other organizations. The magnitude of

rainfall amount in Mt. Usu area is as follows. T}ae annual mean rainfali amount during the warm

period (April..vOctober) was about 800 mm and this va]ue was equal to the annual mean rainfall

amount in Hol<kaido. Accordingly it is net considered that Mt. Usu area is a pluvial area. It is

generally saicl that disasters of mud or rocl< debris fiows begin to occur when the daily rainfall

amount exceeds 80 mm. Based on the past rainfall amount data in Mt. Usu area, the return period

of over 80 mm in dai}y rain'fa}i amount was about three years in Mt, Usu area. It was obtained

from the data in Mt. Usu observation point that the maximurn daily rainfall amount for the past

ten years was 136 mm. There were large rainfall amounts in the periods from the second decade

of August to the second decade of September ancl from the second decade of July to the third

clecade of July, and heavy rainfal}s were also concentrated in these periods. It was considered

that the former corresponcled t() Shuurin period and the Iatter corresponded to Baiu period.

   XVhi}e a weather forecast is made for this area regarding ali Iburi district as a unit area, it

is known that the distribution pattern of rainfaii amount in the Iburi district is not uniform.

When there were large rainfa31 amounts in Mt. Usu area, the distribution patterns of rainfall

amount were analyzed and classified as /fo]lows. There were four clistinct distribution patterns;

"Seaside rainfa]1" in which the maximurn pealc of rainfall amount was concentrated on the seaside

region in the central Iburi district, "Orographic rainfali" in which the maximum peal< was con-

centrated on the southeastern slope in the Orofure Mountain Range, "Mt. Usu rainfall," in which

the maximum peal< was concentrated in Mt. Usu area and "Other rainfal! type" in which the

peak showed an overly spacieus distril)ution or when the maximum peak could not be classified.

   When there were larg,e rainfa}i amounts that causecl mud or rock debris fiows which occurred

in 1980, the pluviai areas in Mt. Usu area corresponded to both vertical side portions of the flank

against the prevailing wind and their lee portions, that is to say, the pluvial areas were deter-

rninecl l)y the wind direction. In the case of 1980, the areas of mud or rock debris flows corres-

ponded to the areas which exceeded 30 mm in accumulated rainfall amount.


